
ひきこもりの状態にあるご本人やそのご家族を支える人材を
育成する研修を下記のとおり開催いたします。

ひきこもり支援者向け研修ひきこもり支援者向け研修
令和７年度令和７年度

都内に活動拠点があり、ひきこもりの状態にあるご本人及びそのご家族を支援する団体
や行政機関等の支援者の方、今後支援業務に従事する予定の方

対象者

講義編40人程度、実践編各日15人程度
先着順のため、定員に達し次第締切といたします。結果は全員に通知します。

受講者数

オンライン研修（Zoomで開催します）実施方法

無料受講料

東京都　　本事業は東京都から（公財）東京都福祉保健財団が受託しています。主　催

研修内容

❶ 講 義 編
日時：令和７年８月６日(水)　10時00分～12時00分
講師：認定特定非営利活動法人 スチューデント・サポート・フェイス 代表理事　谷口 仁史 氏
内容：アウトリーチ（訪問支援）と重層的な支援ネットワークを活用した多面的

アプローチ

◆講義編を受けた方が対象です◆

❷ 実 践 編
日時：①令和７年８月６日(水)　13時00分～17時00分
　　　②令和７年８月20日(水)　13時00分～17時00分
 　　  ※両日とも同一カリキュラムで実施します。いずれかを選択してお申込みください。
講師：認定特定非営利活動法人 スチューデント・サポート・フェイス 代表理事　谷口 仁史 氏
内容：●効果的な訪問導入を図るためのプロセス
　　　●信頼関係の築き方
　　　●事例を用いたグループワーク　等
　　　　途中、小休憩が進行により２～３回入ります。

※カリキュラムは変更になることがあります。

東京都福祉保健財団　ひきこもり

受講を希望する研修ごとに当財団ホームページ下記URLから申込フォームに
必要事項（氏名・所属名・電話番号・メールアドレス等）をご登録ください。
研修詳細は裏面をご覧ください。（URL：https://www.fukushizaidan.jp/124hikikomori/）

申込方法

訪問相談支援 講　義　編 実　践　編

オンライン
開催
オンライン
開催

 たに ぐち ひと し

 たに ぐち ひと し

谷口 仁史 氏

『訪問相談支援』

❶受講にあたっては、Zoomの視聴環境の確保が必要です。詳細は当財団ホームページをご覧ください。受講料は無料で
すが、視聴環境確保のための経費（受講端末・インターネット通信料等）はご負担ください。本研修ではビデオをオ
ンにして受講していただきます。受講者の画像・氏名が共有されることを了承の上、お申し込みください。

❷実践編（８月６日午後、８月20日開催）は、先に講義編（８月６日午前開催）を受講した方が対象です。

❸講義編（８月６日午前開催）については、研修当日に受講できなかった申込者には、後日、オンデマンド（録画映像）
で受講することができます。あらかじめオンデマンド受講を希望する場合は、その旨、申込時にお申し出ください。
（実践編のオンデマンド受講はありません。）

❹申込には、受講者ごとに個別のメールアドレスをご登録ください。メールアドレスで個人の識別を行います。同一の
研修に同一のメールアドレスで複数の申込があった場合、情報が上書きされ、正常な受付ができませんのでご注意く
ださい。申込から１週間が経過しても受講決定メールが届かない場合は、恐れ入りますが事務局へご連絡ください。

❺本研修を初めて受講する方が優先となります。

❻申込時にご登録いただいた個人情報については、当財団個人情報の保護に関する要綱に基づき適正管理を行い、当該
研修業務以外の目的で利用することはありません。

申込にあたっての注意事項

問合せ先

講師紹介

東京都福祉保健財団
ひきこもり

認定特定非営利活動法人 スチューデント・サポート・フェイス 代表理事　谷口 仁史氏
………………………………………………………………………………………………………………………………
　佐賀大学文化教育学部卒業。在学中からボランティアで不登校、ニート等の状態にある子ども・若者への
アウトリーチ（訪問支援）に取り組む。卒業後、大学教授ら有志を募り「NPOスチューデント・サポー
ト・フェイス（略称S.S.F.）」を設立。令和６年３月末日現在、委託事業を含む約76万９千件の相談活動、
約６万７千件のアウトリーチに携わった他、市民活動団体を含む幅広い支援機関とのネットワークの構築や
「職親制度」等社会的受け皿の創出、執筆や講演活動など多彩な活動を通じて、社会的孤立・排除を生まな
い支援体制の確立を目指している。
　近年はその実績が認められ公的委員を歴任。「社会保障審議会特別部会」、「子ども・若者育成支援推進点
検・評価会議」「こども政策の推進に係る有識者会議」等政府系委員も務め、全国的な取組の推進に貢献し
ている。

 たに ぐち ひと し

❶ 講義編 ひきこもりの当事者への支援が、従来の縦割り型ではなぜ進みにくかったのか、なぜ多職種
連携やアウトリーチが求めれらているのか、わかりやすくご講義くださいました。丁寧な資
料も含めて、大変参考になりました。

話し合う機会があったので、色々な方の考えを聞くことができて良かったです。谷口先生が
今までひきこもり支援の礎を築くために、大変労力をかけて努力されてきたことに敬服しま
す。今後もこの研修で学んだことを基に社会の役に立ちたいと思いました。

❷ 実践編

受講者の声（令和６年度アンケートより）

東京都福祉保健財団
ひきこもり

〒163-0719 東京都新宿区西新宿2-7-1　新宿第一生命ビルディング19階
 ℡ 03-6302-0319　e-mail：hikikomori@fukushizaidan.jp
 URL：https://www.fukushizaidan.jp/124hikikomori/

人材養成部福祉人材養成室　ひきこもり支援研修担当


